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要旨 

本研究では、国内の自然災害に対する日本企業の保険加入率が低く留まっている原因

を探ることを目的として、企業に対してアンケート調査を行い、独自に収集したデータ

を元に災害リスク認知・保険加入・リスクファイナンス方法決定要因に関する分析を行

った。本調査により収集されたデータによると災害保険への加入率はそれぞれ、中堅・

大企業は 59.5%、零細・中小企業は 47.0%であった。データから、被災可能性の高い自

然災害の特定、BCP・BCM の策定、災害保険への加入、リスクファイナンス方法の概

要を把握した。記述統計によれば、大半の企業が潜在的に重篤な被害を与えうる災害を

事前に特定化しているものの、具体的な被害額の規模についての想定には改善の余地

があること、災害リスク管理に関する経営層のコミットメントと具体的な BCP/BCM に

ついては、約半数の企業のみで定められているにしか過ぎないこと、災害保険は加入率

が比較的制約されている一方、保険加入の場合でもそのカバレッジが財産保険に偏重

していることがわかった。想定されているリスクファイナンス行動については、企業規

模に関わらず、「自己資本（自己金融）」と「銀行融資」の組み合わせ、あるいは「災害

保険」と「自己資本」の組み合わせが、自然災害による損失とかかるキャッシュフロー

不足に対処するための方法として最も多い。これは災害による潜在的な損失に対する

自己資金の役割を「過信」する傾向を示唆していると考えられる。他方、災害保険未加

入の理由としては知識の欠如と保険料の高が挙げられており、企業活動や経済全体に

大きく影響する自然災害に対してフォーマルな保険メカニズムを拡大することは必要

不可欠である。本研究では、2016 年に発災した熊本地震被災地域の企業についても分

析を行っているが、以上の分析結果は、経営層の災害リスク管理や災害保険への認知や

コミットメントを改善するような介入の重要性を浮き彫りにするものである。 
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１．はじめに 

 

自然災害は世界中で増加傾向にある（Cavallo and Noy, 2011; Kellenberg and Mobarak, 2011; 

Strömberg, 2007）。図 1 の通り、ベルギーの Centre for Research on the Epidemiology of Disasters 

(CRED)が纏めた自然災害に関する長期時系列データによると、アジアは最も高い自然災害

発生件数を記録している （Guha-Sapir et al., 2015）。中でも日本は、地震、津波、火山噴火、

台風、洪水、地滑り、雪崩など多くの種類の自然災害に遭遇する可能性を抱えており、他の

多くのアジア地域よりも高い自然災害リスクに直面していると言える。これらの自然災害

のうち、最も深刻な危機をもたらし、かつ発生頻度も高いものが地震である（Sawada, 2013）。

地震発生が継続する理由は、世界で 10 以上ある構造プレートのうち 4 つが互いに圧迫しあ

う沈み込み帯の上に日本が位置しているためである。事実、1996 年から 2005 年の間に世界

で発生したマグニチュード 6.0 以上の地震 912 件のうち 190 件は日本で発生したものであ

る。世界で発生する巨大地震のうち 20％以上は日本で発生しているのである。 

多くの自然災害に直面するリスクが高いことは経済に大きな影響を与える。実際、自然災

害と経済成長の関係については多くの研究がなされている（Barro, 2006, 2009; Cavallo et al., 

2013; Cavallo and Noy, 2011; DuPont et al., 2015; Kellenberg and Mobarak, 2011; Noy, 2009; 

Skidmore and Toya, 2002; Toya and Skidmore, 2007）。災害の影響を定量的に示すため、Sawada 

ら（2011） は各国のパネルデータを使用した。この分析では、自然災害の国家経済への影

響は、前回の災害からの期間の長さ、災害の種類、GDP 規模などの特性によって異なるこ

とが示された。さらに、１～3 年の短い期間で見れば、自然災害は一人当たり GDP への負

の影響が最も大きいことも明らかになった。自然災害が 1 件発生すると、一人当たり GDP

は年率 1％低下するのである。次に大きな負の影響を与える要素としては紛争と戦争が続き、

それぞれ年率 0.4％～0.5％の打撃を与える。 

このような深刻さにも関わらず、災害保険には「市場の失敗」の傾向が見られ（図 2）、正

式な保険の枠組みの利用可能性はいまだ十分とは言えない。自然災害は発生確率が低く不

測であり、これらの特徴が正式な保険商品の設計を困難にしていると考えらえる。内閣府の

発表（2011）によれば、2011 年 3 月に発生した東日本大震災による家計の損失は 2000 億ド

ル以上に上るが、Munich Re（2012）と世界銀行（2012）によれば、保険によってカバーさ

れていた額は被害総額全体の 20％にあたる 400 億ドルのみであった。1995 年 1 月に発生し

た阪神淡路大震災では、家計の保険カバー率はさらに低い（Sawada and Shimizutani, 2008）。

日本企業の災害保険への加入率はさらに低い。自然災害が頻発する環境に置かれていなが

ら、他先進国と比較し、日本の企業災害保険加入は大きく劣後している。たとえば、家計部
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門への支払いも含めた東日本大震災の保険金支払総額は、Munich Re NatCatSERVICE によれ

ば、総経済被害額 2100 億ドルの 2 割弱の 400 億ドルであったが、このうち家計地震保険に

よる支払いが約 1 兆 2 千億円、JA 共済による支払いが約 9 千億円であることから、企業部

門への支払いが家計部門よりも少ないことが分かる。一方、日本企業が多く進出しているタ

イの 2011 年の洪水被害に対する保険金支払いは、NatCatSERVICE によれば、総被害額 430

億ドルのうち 160 億ドルであり、東日本大震災よりも高い支払い比率になっている。 

日本の自然災害に関しては、企業レベルデータを用いた既存研究がいくつか存在する。例

えば Todo et al. (2015)では、サプライチェーンネットワークがどのように東日本大震災から

の復元力（レジリエンス）に影響しているか、特に震災後に事業が再開するまでの期間と、

震災前後の売上の増減に対する影響を分析している。この分析からは、サプライチェーンネ

ットワークには復興に対して正の効果があり、この効果は様々な種類のネットワークに関

する負の効果よりも大きいことが示されており、サプライチェーンネットワークの多様化

が自然災害からの企業の復興に資することを示唆している。また、Hosono et al. (2016)では、

企業と銀行のマイクロデータに基づき、銀行の貸出能力が企業の資本への投資に与える影

響を、自然実験となる状況である 1995 年の阪神淡路大震災を用いて分析した。この分析結

果から、地震の影響を受けた銀行が貸出能力を弱められることによって、地震から損失を受

けていない顧客企業の借入制約を悪化させることが示されている。以上のように、日本の自

然災害の帰結に関する企業レベルデータを用いた優れた実証研究がいくつかある一方、

我々の知る限り、企業レベルのマイクロデータを用いて日本の災害保険に関連する問題を

分析した研究は存在していない。おそらく、適切なデータが欠けていることがその理由であ

ると考えられる。 

こうした現状を踏まえ、本研究では、国内の自然災害に対する日本企業の保険加入率が低

く止まっている原因を探ることを目的とし、企業に対してアンケート調査を行い、独自に収

集したデータを元に分析を行った。より具体的には国内全上場企業を対象とし、災害保険へ

の加入状況やリスクファイナンス、災害リスクへの対応・取り組み、あるいは企業統治の状

況等、詳細なマイクロデータを収集し、そうしたデータを 分析することでエビデンス（科

学的証拠）を構築した。さらに、2016 年 4 月 14 日に発災した熊本地震の被災地域に位置す

る企業の事前の備えについて分析、考察を行った。本調査により収集されたデータとその解

析結果は、自然災害という不確実性下での企業の意思決定メカニズム及び非効率性の所在

を明らかにし、保険メカニズム構築に関する政策提言を行う上で極めて重要である。 

本稿の構成は以下のとおりである。第二節において、本研究において分析されたデータの

収集方法を示す。第三節では、データの記述統計を元に、被災可能性の高い自然災害の特定、
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BCP・BCM の策定などのリスク管理、災害保険への加入、リスクファイナンスの決定要因

について分析を行う。第四節では、2016 年熊本地震の被災地域に所在する企業のデータに

焦点を当て、災害に対する事前の備えについて考察する。 

 

 

２．「企業の災害保険需要に関するアンケート調査」データ 

 

 本研究では、経済産業研究所が 2015 年に実施した、「企業の災害保険需要に関するアンケ

ート調査」と呼ばれる災害へのリスクファイナンスに関する大規模な調査のデータを用い

る。この調査は全ての上場企業を含む総資産額上位 10,000 社の日本企業を対象とし、その

リスト全体について、各都道府県をグループとした層化無作為抽出法を適用して調査対象

企業を決定した。調査対象企業の選択に当たっては、東京や大阪といった規模の大きい都道

府県にはより小さな重みづけを行い、1717 社に対して実際の調査を実施したが、このうち

44.78%が零細・中小企業、55.22%が中堅・大企業であった。 

 次にこれらの独自調査データと帝国データバンク COSMOS1 から取得した企業データベ

ースとをマッチさせた。この帝国データバンク COSMOS1 は企業信用調査から正確かつ信

頼できる企業情報を集めたデータベースであり、日本におけるこの種類の調査の中でも最

も広範にわたる項目をカバーしているデータである。特に、このデータベースは貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュフロー計算書等の詳細な財務状況と、本社

所在地や業種、従業員数等の企業情報を含んでいる。そのため、企業の特性がどのように潜

在的な自然災害の特定、BCP/BCM の策定、災害保険への加入、リスクファイナンス方法の

決定に結びついているかを探るためにはもっとも適したデータベースであると考えられる。 

 

 

３．企業の災害への備え 

 

 本節では、「企業向け災害保険に対する需要決定要因に関する調査」データに基づき、潜

在的な自然災害の特定、BCP/BCM の策定、災害保険への加入、リスクファイナンス方法の

決定要因を探る。本研究のデータの重要な記述統計を表１〜３に示している。 

まず、潜在的な自然災害の特定に関連する企業の特徴に関しては、68.6%の企業が最も重

篤な災害を特定していることがわかる（表１（１））。また、約 50%の企業が最も重篤な被害

を想定する災害についての、財産に関する最大被害額を想定している（表１（２））。さらに、

34.3%の企業が自然災害によって強いられる休業から生じる最大被害額を想定している（表
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１（３）。）これらの数字からは、大半の企業が潜在的に重篤な被害を与えうる災害を事前に

特定化しているものの、具体的な被害額の規模についての想定には改善の余地があること

がわかる。 

第二に、災害リスク管理方針については 55.2%の企業において経営層のコミットメントが

ある（表１（４））。また、事業継続企画（BCP）と事業継続マネジメント（BCM）に関して

は、45.1%の企業が、特に大企業において、BCP か BCM、もしくはその両方を策定してい

ることがわかる（表１（５））。災害リスク管理と具体的な BCP/BCM については、大雑把に

言って半分の企業のみで定められているにしか過ぎないことがわかる。 

 第三に、企業保険に関しては、災害保険の加入率をみると、中堅・大企業における災害保

険加入率が 58.9%、零細・中小企業ではそれが 47.0%であった（表２（１））。また、保険の

カバレッジについてみてみると、保険に加入している会社のうち、95%が財産保険に加入し

ている一方（表２（２））、休業利益保険については、33%しか加入していない（表２（３））。

このことは、日本における企業部門の災害保険は加入率が比較的制約されている一方、保険

加入がある場合でもそのカバレッジが財産保険に偏重していることがわかる。 

 非保険企業比率は、中堅・大企業では 41.19%、零細・中小企業では 53.0%であるが、災害

保険に加入していない理由を表３にまとめている。最も多い理由として挙げられているの

は、零細・中堅企業の災害保険に対する知識の欠如であり（表３（１））、この次に多く挙げ

られる理由は保険料の高さである（表３（２））。また、企業の保険加入を妨げる他の要因と

して、補償内容が限定されていること（表３（３））に加え、保険金支払いが自然災害によ

る損失からの復旧に十分でないことが挙げられている（表３（４））。 

 第四に、企業部門のリスクファイナンス行動に関する全体的な傾向を調査するために、表

４では、自然災害に対するキャッシュフロー不足の補てん方法に関する優先順位の１位と

２位をそれぞれ零細・中小企業（表４（１））と中堅・大企業（表４（２））、企業全体（表

４（３））別にまとめている。これらの表からわかるように、企業の規模に関わらず、「自己

資本（自己金融）」と「銀行融資」の組み合わせ、あるいは「災害保険」と「自己資本」の

組み合わせが、自然災害による損失とかかるキャッシュフロー不足に対処するための方法

として最も多い。これは災害による潜在的な損失に対する自己資金に関しての「過信」を示

唆していると考えられる。 
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４. 2016 年熊本地震における企業の備え 

 

本節では、2016 年 4 月 14 日に発災した熊本地震の被災地域に位置する企業の事前の備え

について分析、考察を行う。本研究で用いた「企業向け災害保険に対する需要決定要因に関

する調査」データには、熊本と大分に所在している企業が計 19 社含まれている（表 5）。本

調査は 2015 年に実施されているため、熊本地震の被災地域に位置する企業の事前の備えに

ついて熊本・大分在企業を対象に分析・考察を行うことができる。 

 表 5 によると、自然災害に関連する企業の被害想定に関しては、想定している災害があっ

た企業は 19 社中 10 社・52%であるものの、地震を想定していた企業は 19 社のうち 2 社の

みであった。特に、最重篤災害として地震を指定した企業は熊本・大分ともに 1 社しかな

く、地震が熊本に来ることは事前にほぼ想定されていなかっとことがうかがえる。災害を想

定していた 10 社のうち、被災確率を具体的に想定していた企業が 5 社、10 年以内に災害が

発生すると想定していた企業が 2 社であった。また、地震・津波・噴火による休業を想定し

ていた企業は 1 社のみであった。さらに、被災時の財務的な体制を数値化している企業は 1

社しかない一方で、13 社には災害リスク方針に経営層のコミットメントがあった。 

 災害保険への加入に関しては、熊本・大分在企業 19 社のうち、災害保険に加入していた

企業は 11 社であり、特に財産保険へは 11 社、休業保険へは 5 社のみ加入していた。2013 年

以降に保険に加入している企業も見られるが、これは東日本大震災の影響で加入が促進さ

れたと推測される。また、災害保険に加入していない理由として最も多く挙げられたのが、

災害保険への知識不足であり、次に多い理由が保険料の高さであった。 

 付保状況及び保険加入の決定要因に関しては、現在の保険付保状況に関して十分である

と答えた企業が、財産保険に関しては 8 社、休業保険に関しては 5 社であった。また、保険

加入の決定要因として最も多く挙げられた理由が、災害が起きた場合の損失額の大きさで

あり、次に多い理由が操業地域のリスクの大きさであった。 

 被災経験に関しては、地震の被災経験がある企業が熊本・大分ともに 0 社である一方、台

風の被災経験がある企業が 8 社であった。熊本と大分を比較すると、台風被災経験に関して

は熊本が 7 社、大分が 1 社であるものの、災害保険に加入している企業は、熊本が 4 社、大

分が 7 社であった。このことから、これら２県に関しては、保険加入行動と台風被災経験に

正の関係性は認められていない。 

 BCP・BCM 及び、社是社訓・CSR に関しては、熊本・大分在企業 19 社のうち、それらを

作成していたのは 6 社にとどまっており、13 社は BCP・BCM を策定していなかったことが

わかる。また、社是社訓にリスクマネジメント関連の文言を設定している企業は 4 社であ
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り、CSR にリスクマネジメント関連の文言を設定している企業は 3 社のみであった。 

 リスクファイナンスについては、災害によってもたらされたキャッシュフロー不足の補

填順位を 17 社が回答しているが、「災害保険」と「自己資金」の組み合わせが第一位であり

（4 社）、第二位の組み合わせは「自己資金」と「借り入れ」の組み合わせになっている。

Sawada et al. (2016)による日本全体のデータを用いた回帰分析では、台風の被災経験がリス

クファイナンス優先順位に有意に相関していたものの、熊本地震の被災地域においては、相

対的に台風被災経験が低かった大分の企業の方が災害保険に加入している傾向が見られる

（熊本：４社、大分：７社・うち４社は休業もかけている））。さらに、被災経験、BCP・BCM

策定およびリスクファイナンス対策優先順位設定行動の調査結果から、それぞれが連動し

ていない可能性があることも示唆される。 

以上の調査結果からは、アンケート調査に回答するかどうかにかかわるセレクションの

問題がありうるものの、総じて熊本在企業よりも大分在企業の方が自然災害や災害保険・リ

スクファイナンスに関してより良好な状況にあったことが推測される。なお、大分県が公表

している災害対策によれば、経営金融支援室を開設しており、ＢＣＰ策定への呼びかけを行

うなど、自治体としての災害対策への取り組みが進んでいる。こうしたことも地場企業に影

響しているのかもしれない。 

 

 

５．おわりに 

 

 

日本企業の災害保険への加入率は、自然災害が頻発する環境に置かれていながら、他先進国

と比較し、大きく劣後している可能性が高い。日本の自然災害の帰結に関する企業レベルデ

ータを用いた優れた実証研究がいくつかある一方、データの制約から、企業レベルのマイク

ロデータを用いて日本の災害保険に関連する問題を分析した研究は存在してこなかった。

本論文では、「大災害に対する経済の耐性と活力の維持に関する実証研究」の一環として、

大災害に対する企業の強靭性と復元力（レジリエンス）の維持促進に資する諸要因を明らか

にするため、独自のデータを収集・分析することで緻密な実証分析を行った。より具体的に

は、企業に対してアンケート調査を行い、独自に収集したデータを元に災害リスク認知・保

険加入・リスクファイナンス方法決定要因に関する分析を行った。本調査により収集された

データによると災害保険への加入率はそれぞれ、中堅・大企業は 59.5%、零細・中小企業は

47.0%であった。 
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データから、被災可能性の高い自然災害の特定、BCP・BCM の策定、災害保険への加入、

リスクファイナンス方法の概要を把握した。記述統計によれば、大半の企業が潜在的に重篤

な被害を与えうる災害を事前に特定化しているものの、具体的な被害額の規模についての

想定には改善の余地があること、災害リスク管理に関する経営層のコミットメントと具体

的な BCP/BCM については、約半数の企業のみで定められているにしか過ぎず、日本におけ

る企業部門の災害保険は加入率が比較的制約されている一方、保険加入がある場合でもそ

のカバレッジが財産保険に偏重していることがわかった。リスクファイナンス行動につい

ては、企業規模に関わらず、「自己資本（自己金融）」と「銀行融資」の組み合わせ、あるい

は「災害保険」と「自己資本」の組み合わせが、自然災害による損失とかかるキャッシュフ

ロー不足に対処するための方法として最も多い。これは災害による潜在的な損失に対する

自己資金に関しての「過信」を示唆していると考えられる。他方、災害保険未加入の理由と

しては知識の欠如と保険料の高が挙げられており、企業活動や経済全体に大きく影響する

自然災害に対してフォーマルな保険メカニズムを拡大することは必要不可欠である。本研

究では、2016 年に発災した熊本地震被災地域の企業についても分析を行っており、その分

析結果は、経営層の災害リスク管理や災害保険への認知やコミットメントを改善するよう

な介入の重要性を浮き彫りにするものである。 
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図 1 アジア地域及び非アジア地域における自然災害の 1 か国当たり平均発生頻度 

 
 

データ： Emergency Events Database (EM-DAT of CRED (2015) 

 
 
 
 

図 2 自然災害による経済損失の保険有無、1970～2015 

 (2015 年時点、単位 10 億ドル) 
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表１（１）被災する可能性が⾼い⾃然災害を特定（上段：実数、下段：割合[%]） 
     

  特定していない 特定している 全体 
 

零細・中⼩ 274 500 774 
 

35.4 64.6 100 
 

中堅・⼤企業 264 674 938 
 

28.14 71.86 100 
 

全体 538 1,174 1,712 
 

31.43 68.57 100 
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表１（２）最も重篤な被害を想定する災害についての、財産に関する最⼤被害額を想定（上段：実数、下段：割合[%]） 
      

  想定していない 想定している 全体 
  

零細・中⼩ 37 37 74 
  

50 50 100 
  

中堅・⼤企業 63 67 130 
  

48.46 51.54 100 
  

全体 100 104 204 
  

49.02 50.98 100 
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表１（３）最も重篤な被害を想定する災害についての、休業に関する最⼤被害額を想定（上段：実数、下段：割合[%]） 
      

  想定していない 想定している 全体 
  

零細・中⼩ 45 28 73 
  

61.64 38.36 100 
  

中堅・⼤企業 85 40 125 
  

68 32 100 
  

全体 130 68 198 
  

65.66 34.34 100 
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表１（４）災害リスク管理⽅針に経営層のコミットメントあり（上段：実数、下段：割合[%]） 
 

      

  なし あり 分からない 全体 
 

零細・中⼩ 219 392 147 758 
 

28.89 51.72 19.39 100 
 

中堅・⼤企業 213 532 170 915 
 

23.28 58.14 18.58 100 
 

全体 432 924 317 1,673 
 

25.82 55.23 18.95 100 
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表１（５）BCP・BCM の策定実績（上段：実数、下段：割合[%]） 
 

      

  BCM 策定 BCP 策定・訓練 BCP 策定 BCP/BCM なし 全体 

零細・中⼩ 31 120 138 471 760 

4.08 15.79 18.16 61.97 100 

中堅・⼤企業 57 195 217 451 920 

6.2 21.2 23.59 49.02 100 

全体 88 315 355 922 1,680 

5.24 18.75 21.13 54.88 100 
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表２（１）現在災害保険に加⼊している（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  加⼊していない 加⼊している 全体 

零細・中⼩ 403 358 761 

52.96 47.04 100 

中堅・⼤企業 381 546 927 

40.49 58.9 100 

全体 784 904 1,688 

46.45 53.55 100 
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表２（２）財産に関する補償あり（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  補償なし 補償あり 全体 

零細・中⼩ 22 333 355 

6.2 93.8 100 

中堅・⼤企業 23 513 536 

4.18 95.71 100 

全体 45 846 891 

5.05 94.95 100 
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表２（３）休業に関する補償あり（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  補償なし 補償あり 全体 

零細・中⼩ 225 103 328 

68.6 31.4 100 

中堅・⼤企業 323 174 497 

64.99 34.05 100 

全体 548 277 825 

66.42 33.02 100 
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表３（１）災害保険に加⼊していない理由：保険料が⾼い（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  当てはまらない 当てはまる 全体 

零細・中⼩ 268 119 387 

69.25 30.75 100 

中堅・⼤企業 243 123 366 

66.39 33.61 100 

全体 511 242 753 

67.86 32.14 100 
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表３（２）災害保険に加⼊していない理由：補償内容が限定されている（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  当てはまらない 当てはまる 全体 

零細・中⼩ 288 99 387 

74.42 25.58 100 

中堅・⼤企業 272 94 366 

74.32 25.68 100 

全体 560 193 753 

74.37 25.63 100 
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表３（３）災害保険に加⼊していない理由：災害保険についてよく知らない（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  当てはまらない 当てはまる 全体 

零細・中⼩ 223 164 387 

57.62 42.38 100 

中堅・⼤企業 222 144 366 

60.66 39.34 100 

全体 445 308 753 

59.1 40.9 100 
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表３（４）災害保険に加⼊していない理由：災害保険だけでは事業を再開できない（上段：実数、下段：割合[%]） 
    

  当てはまらない 当てはまる 全体 

零細・中⼩ 306 81 387 

79.07 20.93 100 

中堅・⼤企業 285 81 366 

77.87 22.13 100 

全体 591 162 753 

78.49 21.51 100 
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表４（１）最も重篤な被害を想定する⾃然災害に対するキャッシュフロー不⾜の補てん⽅法 1 位と 2 位（中⼩・零細）（上段：実数、下段：割合[%]） 
      

2 位 保険 ⾃⼰資⾦ 銀⾏借⼊ その他 未定 

1 位 

保険 0 123 23 1 0 

0 32.71 6.12 0.27 0 

⾃⼰資⾦ 38 0 137 8 4 

10.11 0 36.44 2.13 1.06 

銀⾏借⼊ 10 20 0 0 2 

2.66 5.32 0 0 0.53 

その他 2 1 3 0 0 

0.53 0.27 0.80 0 0 

未定 2 2 0 0 0 

0.53 0.53 0 0 0 

全体 52 146 163 9 6 

13.83 38.83 43.35 2.39 1.60 
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表４（２）最も重篤な被害を想定する⾃然災害に対するキャッシュフロー不⾜の補てん⽅法 1 位と 2 位（中堅・⼤企業）（上段：実数、下段：割合[%]） 
      

2 位 保険 ⾃⼰資⾦ 銀⾏借⼊ その他 未定 

1 位 

保険 0 143 37 3 5 

0 31.43 8.13 0.66 1.10 

⾃⼰資⾦ 39 0 159 18 4 

8.57 0 34.95 3.96 0.88 

銀⾏借⼊ 5 30 0 2 2 

1.10 6.59 0 0.44 0.44 

その他 0 1 1 0 1 

0 0.22 0.22 0 0.22 

未定 2 2 1 0 0 

0.44 0.44 0.22 0 0 

全体 46 176 198 23 12 

10.11 38.68 43.52 5.05 2.64 
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表４（３）最も重篤な被害を想定する⾃然災害に対するキャッシュフロー不⾜の補てん⽅法 1 位と 2 位（全体）（上段：実数、下段：割合[%]） 
      

2 位 保険 ⾃⼰資⾦ 銀⾏借⼊ その他 未定 

1 位 

保険 0 266 60 4 5 

0 32.01 7.22 0.48 0.60 

⾃⼰資⾦ 77 0 296 26 8 

9.27 0 35.62 3.13 0.96 

銀⾏借⼊ 15 50 0 2 4 

1.81 6.02 0 0.24 0.48 

その他 2 2 4 0 1 

0.24 0.24 0.48 0 0.12 

未定 4 4 1 0 0 

0.48 0.48 0.12 0.00 0 

全体 98 322 361 32 18 

11.79 38.75 43.44 3.85 2.17 
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表 5(1) 熊本・大分の企業概要 

会 社 名 所在地 経営層コミット 期末現預金/月商 

A 社 熊本県   あり  １．５６ 

B 社 熊本県   あり  ０．５８ 

C 社 熊本県   なし  １．４６ 

D 社 熊本県   不明  ９．８３ 

E 社 熊本県 あり  ３．２０ 

F 社 熊本県   あり  ０．７２ 

G 社 熊本県   なし  １．８２ 

H 社 熊本県   不明  ０．６１ 

I 社 熊本県   あり  １．４７ 

J 社 熊本県   あり  １．０３ 

    

K 社 大分県   あり  １．９２ 

L 社 大分県   あり  ３．６４ 

M 社 大分県   あり  

N 社 大分県   あり  １．２７ 

O 社 大分県   あり  １．３０ 

P 社 大分県   不明  ７．３０ 

Q 社 大分県   不明  

R 社 大分県   あり  １．００ 

S 社 大分県   あり  ５．５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 
 

表 5(2) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

会 社 名 Q1-1  最重

篤災害の特

定 

Q２－１ 

耐性の数値

化 

Ｑ2-ⅱ  

想定最大被害

額 

Q3-2  

担当中心部門 

A 社 洪水   危機管理室 

B 社 高潮   総務部門 

C 社 特定せず   部門横断連携 

D 社 台風   総務部門 

E 社 台風   総務部門 

F 社 地震   部門横断連繋 

G 社 特定せず   総務部門 

H 社 特定せず   社長 

I 社 特定せず   部門横断連繋 

J 社 特定せず   部門横断連繋 

     

K 社 津波   総務部門 

L 社 特定せず   部門横断連繋 

M 社 津波   総務部門 

N 社 特定せず   部門横断連繋 

O 社 津波   部門横断連繋 

P 社 特定せず   総務部門 

Q 社 特定せず   事業本部 

R 社 特定せず   部門横断連繋 

S 社 地震 している   ２０億円 部門横断連繋 
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表 5(3) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

会 社 名 Q3-3  

BCP・BCM 策

定実績の有無 

Q３－４ 

リスクファイナ 

ンス担当部門 

Q4-1災害保険

への加入 

Q4-2 

加入時期 

財産 休業 

A 社 BCM 策定 経理・管財部門 〇  ×  

B 社 なし 総務部門    

C 社 なし 部門横断連繋    

D 社 なし 総務部門 〇  × 1988,6 

E 社 なし 部門横断連繋    

F 社 なし 部門横断連繋 〇  × 2013,10 

G 社 なし 総務部門    

H 社 なし 社長    

I 社 なし 部門横断連繋 〇  〇  

J 社 BCP 策定、訓練 部門横断連繋    

      

K 社 なし 経理・管財部門 〇  〇 2015.4 

L 社 BCM 策定 部門横断連繋 〇  × １９９２ 

M 社 BCP 策定 経理・管財部門    

N 社 BCP 策定 部門横断連繋 〇  〇  

O 社 BCP 策定、訓練 部門横断連繋 〇  〇 2014.11 

P 社 なし 総務部門 〇  × 1953.12 

Q 社 なし 事業本部 〇  × 2013.1 

R 社 なし 部門横断連繋    

S 社 なし 総務部門 〇  〇 2000 
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表 5(4) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

項  目  名 Q4-3財産保険

のカバー率 

休業保険の

カバー率 

キャッシュフ

ロー不足額の

補填第一順位 

キャッシュフ

ロー不足額の

補填第二順位 

A 社   自己資金  

B 社   保険 自己資金 

C 社   自己資金 銀行借入 

D 社 ９０％  保険 自己資金 

E 社     

F 社     

G 社     

H 社     

I 社     

J 社   保険 未定 

     

K 社   保険 自己資金 

L 社   自己資金 銀行借入 

M 社   未定  

N 社        ０％ 保険 銀行借入 

O 社   銀行借入 未定 

P 社     

Q 社     

R 社   未定  

S 社 １００％   ０％ 保険 自己資金 
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表 5(5) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

項  目  名 キャッシュフ

ロー不足額の

補填第三順位 

キャッシュフ

ロー不足額の

補填第四順位 

Ｑ４－９ａ 

財産保険の付

保は十分か 

Ｑ４－９ｂ 

休業保険の付

保は十分か 

A 社     

B 社 銀行借入    

C 社     

D 社   十分 十分 

E 社     

F 社   十分 十分 

G 社     

H 社   十分  

I 社     

J 社 銀行借入 自己資金   

     

K 社 銀行借入  十分 十分 

L 社 保険    

M 社     

N 社     

O 社     

P 社   十分  

Q 社   十分 十分 

R 社   十分 十分 

S 社   十分  
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表 5(6) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

項 目  名 Ｑ４－１０ 

災害保険加入の決定要因は 

Ｑ５－１ 

地震被災経験 

Ｑ５－２ 

台風被災経験 

A 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   あり 

B 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   あり 

C 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   あり 

D 社 操業地域のリスクの大きさ   無し   あり 

E 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   あり 

F 社 事業内容のリスクの大きさ   無し   無し 

G 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   無し 

H 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   無し 

I 社 操業地域のリスクの大きさ   無し   あり 

J 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   あり 

    

K 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し  

L 社 操業地域のリスクの大きさ   無し   無し 

M 社 事業内容のリスクの大きさ   無し   無し 

N 社 その他   無し   無し 

O 社 操業地域のリスクの大きさ   無し   無し 

P 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   無し 

Q 社 事業内容のリスクの大きさ 無し   無し 

R 社 その他   無し   あり 

S 社 災害が起きた場合の損失額の大きさ   無し   無し 
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表 5(7) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

 

 

項  目  名 

Ｑ５－５ 

地震・台風以

外の被災体験 

Ｑ６－１ 

リスクマネジメ

ントに関する社

訓の有無 

Ｑ６－２ＣＳＲに

リスクマネジメン

トに関する文言の

有無 

Ｑ－７ 

取締役数の数 

 

社内 社外 

A 社   ＣＳＲを設定せず ７ ０ 

B 社   ＣＳＲを設定せず ３ ０ 

C 社   いいえ ５ １ 

D 社    あり ＣＳＲを設定せず ４ ０ 

E 社   はい   

F 社   いいえ   

G 社    あり いいえ ６ １ 

H 社   いいえ １ ０ 

I 社    あり  ＣＳＲを設定せず ５ ０ 

J 社   いいえ ３ ０ 

      

K 社 あ り ・ 豪 雨

2012 

 ＣＳＲを設定せず ５ ０ 

L 社     いいえ ４ ０ 

M 社    あり はい ２ ０ 

N 社   はい ６ ７ 

O 社   ＣＳＲを設定せず ５ ２ 

P 社  わからない わからない １５ ０ 

Q 社   ＣＳＲを設定せず   

R 社    あり ＣＳＲを設定せず ４ ０ 

S 社   いいえ ５ ０ 

 

 

 

 

 

 

 

    

  



35 
 

表 5(8) 熊本・大分在企業のアンケート調査結果 

 

 

項  目  名 

Ｑ７－２ 

ポイズンビル

の導入 

Ｑ８ 

海外資産の

計上 

A 社 していない している 

B 社 していない している 

C 社 していない している 

D 社 していない している 

E 社 していない している 

F 社 していない している 

G 社 していない している 

H 社 していない している 

I 社 していない している 

J 社 していない している 

   

K 社 していない している 

L 社 していない している 

M 社 していない している 

N 社 していない している 

O 社 していない している 

P 社 していない している 

Q 社 していない している 

R 社 していない している 

S 社 していない している 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 



企業企業企業企業のののの災害保険需要災害保険需要災害保険需要災害保険需要にににに関関関関するするするするアンケートアンケートアンケートアンケート調査票調査票調査票調査票    

 

貴社貴社貴社貴社のののの国内国内国内国内におけるにおけるにおけるにおける災害災害災害災害にににに対対対対するするするする準備準備準備準備にににに関関関関しておしておしておしてお尋尋尋尋ねねねね致致致致しますしますしますします。。。。    

以下以下以下以下のののの設問設問設問設問にににに必要必要必要必要なななな事項事項事項事項をごをごをごをご記入記入記入記入いただくかいただくかいただくかいただくか、、、、該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所ににににチェックチェックチェックチェック☑☑☑☑をおをおをおをお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします。。。。    

 

基本設問．ご回答いただく担当者様についてご記入ください。 

企業名 

   

住所 

〒   

お名前  部署名・役職名 ・ 

電話番号 －       － e-mail                  @ 

回答にあたりご協力いただいた部署が複数ありましたら、ご協力いただいた部署名をご記入ください。 

回答部署名 

   

    

１１１１．．．．貴社貴社貴社貴社のののの国内国内国内国内のののの自然災害自然災害自然災害自然災害（（（（地震地震地震地震、、、、津波津波津波津波、、、、噴火噴火噴火噴火、、、、台風台風台風台風、、、、竜巻竜巻竜巻竜巻、、、、高潮高潮高潮高潮、、、、波浪波浪波浪波浪、、、、洪水洪水洪水洪水などなどなどなど））））へのへのへのへの認識認識認識認識についておについておについておについてお尋尋尋尋ねねねね

しますしますしますします。。。。    

ⅰⅰⅰⅰ．．．．貴社及貴社及貴社及貴社及びびびび貴社貴社貴社貴社のののの事業所事業所事業所事業所がががが被災被災被災被災するするするする可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいい自然災害自然災害自然災害自然災害をををを特定特定特定特定されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    

□(1)特定している（→ⅱ．へ） □(2)特定していない（→２．へ） 

 

ⅱⅱⅱⅱ．【．【．【．【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)    特定特定特定特定しているしているしているしている」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

もっとももっとももっとももっとも重篤重篤重篤重篤なななな被害被害被害被害をををを想定想定想定想定しているしているしているしている災害災害災害災害ととととそのそのそのその他他他他被災被災被災被災をををを想定想定想定想定しているしているしているしている災害災害災害災害ををををそれぞれおそれぞれおそれぞれおそれぞれお選選選選びくださいびくださいびくださいびください。。。。    

        ①①①①もっとももっとももっとももっとも重篤重篤重篤重篤なななな災害災害災害災害はひとつだけはひとつだけはひとつだけはひとつだけ、、、、②②②②そのそのそのその他他他他のののの災害災害災害災害はいくつでもおはいくつでもおはいくつでもおはいくつでもお選選選選びくださいびくださいびくださいびください。。。。    

① もっとも重篤な災害 地震 ・ 津波 ・ 噴火 ・ 台風 ・ 竜巻 ・ 高潮 ・ 波浪 ・ 洪水 ・ その他（        ） 

② その他の災害 地震 ・ 津波 ・ 噴火 ・ 台風 ・ 竜巻 ・ 高潮 ・ 波浪 ・ 洪水 ・ その他（        ） 

 

ⅲⅲⅲⅲ．．．．【【【【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)    特定特定特定特定しているしているしているしている」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

もっとももっとももっとももっとも重篤重篤重篤重篤なななな被害被害被害被害をををを想定想定想定想定しているしているしているしている災害災害災害災害（（（（ⅱⅱⅱⅱ．．．．①①①①））））にににについてついてついてついて、、、、被災被災被災被災するするするする確率確率確率確率をををを想定想定想定想定されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    

□(1)想定している（→ⅳ．へ） □(2)想定していない（→２．へ） 

 

ⅳⅳⅳⅳ．【．【．【．【ⅲⅲⅲⅲ．．．．でででで「「「「(1(1(1(1))))    想定想定想定想定しているしているしているしている」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

            もっとももっとももっとももっとも重篤重篤重篤重篤なななな被害被害被害被害をををを想定想定想定想定しているしているしているしている災害災害災害災害についてについてについてについて、、、、１０１０１０１０年以内年以内年以内年以内にににに被災被災被災被災するするするする確率確率確率確率をごをごをごをご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

□(1)１０年以内に （           ）％程度の確率で被災する可能性がある    

□(2)わからない 

 

２２２２．．．．貴社貴社貴社貴社のののの国内国内国内国内のののの自然災害自然災害自然災害自然災害がががが起起起起きたきたきたきた場合場合場合場合のののの被害想定被害想定被害想定被害想定についておについておについておについてお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

    ⅰⅰⅰⅰ．．．．自然災害被災時自然災害被災時自然災害被災時自然災害被災時のののの復旧復旧復旧復旧にににに要要要要するするするする資金量資金量資金量資金量やややや、、、、事業活動事業活動事業活動事業活動がががが停止停止停止停止するするするする期間期間期間期間ととととキャッシュフローキャッシュフローキャッシュフローキャッシュフローへのへのへのへの影響影響影響影響やややや、、、、    

そのそのそのその際際際際のののの財務的財務的財務的財務的なななな耐性耐性耐性耐性をををを可能可能可能可能なななな限限限限りりりり数値化数値化数値化数値化していますかしていますかしていますかしていますか。。。。    

□(1)はい （→ⅱ．へ） □(2)いいえ （→３．へ） 

 

ⅱⅱⅱⅱ．【．【．【．【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)    はいはいはいはい」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        もっとももっとももっとももっとも重篤重篤重篤重篤なななな被害被害被害被害をををを想定想定想定想定しているしているしているしている災害災害災害災害についてについてについてについて、、、、想定想定想定想定しているしているしているしている最大被害額最大被害額最大被害額最大被害額についてごについてごについてごについてご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

財産に関する被害額 □(1)想定している 〔         〕億円程度         □(2)想定していない 

休業に関する被害額 □(1)想定している 〔         〕億円程度         □(2)想定していない 



３３３３．．．．貴社貴社貴社貴社のののの国内国内国内国内におけるにおけるにおけるにおける災害災害災害災害リスクリスクリスクリスク管理管理管理管理体制体制体制体制についておについておについておについてお尋尋尋尋ねねねねしますしますしますします。。。。    

    ⅰⅰⅰⅰ．．．．貴社貴社貴社貴社のののの災害災害災害災害リスクリスクリスクリスク管理管理管理管理方方方方針針針針にはにはにはには、、、、経営層経営層経営層経営層のののの直接直接直接直接ののののコミットメントコミットメントコミットメントコミットメントがありますかがありますかがありますかがありますか。。。。    

□(1)はい □(2)いいえ □(3)わからない 

 

 ⅱⅱⅱⅱ．．．．貴社貴社貴社貴社のののの災害災害災害災害リスクリスクリスクリスク管理管理管理管理をををを担担担担うううう中心的中心的中心的中心的なななな部門部門部門部門はどのはどのはどのはどの部門部門部門部門ですかですかですかですか。。。。    

□(1)総務部門・経理部門などの部門横断連携 □(2)総務部門 

□(3)経理部門・管財部門 □(4)その他（                                ） 

 

 ⅲⅲⅲⅲ．．．．貴社貴社貴社貴社ではではではでは、、、、災害等災害等災害等災害等ののののリスクリスクリスクリスクにににに対対対対するするするする事業継続能力事業継続能力事業継続能力事業継続能力をををを高高高高めるためめるためめるためめるため、、、、BCPBCPBCPBCP（（（（事業継続計画事業継続計画事業継続計画事業継続計画））））ややややよりよりよりより進進進進んだんだんだんだ BCMBCMBCMBCM

（（（（事業継続事業継続事業継続事業継続マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント））））をををを策定策定策定策定されたされたされたされた実績実績実績実績ががががありますかありますかありますかありますか。。。。    

□(1) BCM を策定した実績がある □(2) BCP を策定した実績がある（訓練実績がある） 

□(3) BCP を策定した実績がある（訓練実績はない） □(4)BCP/BCM ともに策定した実績はない 

 

    ⅳⅳⅳⅳ．．．．災害災害災害災害にににに対対対対するするするするリスクファイナンスリスクファイナンスリスクファイナンスリスクファイナンスをををを担担担担うううう中心的中心的中心的中心的なななな部門部門部門部門はどのはどのはどのはどの部門部門部門部門ですかですかですかですか。。。。    

□(1)総務部門・経理部門などの部門横断連携 □(2)総務部門 

□(3)経理部門・管財部門 □(4)その他（                                ） 

 

４４４４．．．．国内国内国内国内のののの災害保険災害保険災害保険災害保険（（（（企業財産保険企業財産保険企業財産保険企業財産保険、、、、事業休止保険事業休止保険事業休止保険事業休止保険〔〔〔〔特約特約特約特約をををを含含含含むむむむ、、、、以下同様以下同様以下同様以下同様〕〕〕〕））））へのへのへのへの加入状況加入状況加入状況加入状況についておについておについておについてお尋尋尋尋ねねねね

しますしますしますします。。。。                                                                                                                                                                                            

    ⅰⅰⅰⅰ．．．．現在現在現在現在、、、、災害保険災害保険災害保険災害保険にににに加入加入加入加入されてされてされてされていますかいますかいますかいますか。。。。    

□(1)加入している （→ⅱ．へ） □(2)加入していない （→ vi．へ） 

 

ⅱⅱⅱⅱ．【．【．【．【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)加入加入加入加入しているしているしているしている」」」」とととと回答回答回答回答されされされされたたたた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        加入加入加入加入されたされたされたされた時期時期時期時期についてごについてごについてごについてご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

加入した時期 ：  西暦（           ）年 （         ）月から 

 

ⅲⅲⅲⅲ．【．【．【．【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)加入加入加入加入しているしているしているしている」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        補償補償補償補償のののの加入状況加入状況加入状況加入状況についてについてについてについておおおお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。。。。        

財産に関する補償 □(1)加入している（→ⅳ．へ） □(2)加入していない（→ ⅷ．へ） 

休業に関する補償 □(1)加入している（→ⅴ．へ） □(2)加入していない（→ ⅷ．へ） 

 

iiiivvvv．【．【．【．【ⅲⅲⅲⅲ．．．．でででで財産財産財産財産にににに関関関関するするするする補償補償補償補償にににに「「「「(1)(1)(1)(1)加入加入加入加入していしていしていしているるるる」」」」とととと回答回答回答回答されされされされたたたた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        加入加入加入加入されているされているされているされている財産財産財産財産保険保険保険保険のののの補償対象補償対象補償対象補償対象となるとなるとなるとなる災害災害災害災害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合、、、、貴社貴社貴社貴社がががが被被被被るるるる損害損害損害損害のうちのうちのうちのうち、、、、どのどのどのどの程度程度程度程度がががが    

補償補償補償補償されるとされるとされるとされると想定想定想定想定していますかしていますかしていますかしていますか、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれごごごご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

 補償割合（概数あるいは範囲でも結構ですのでご回答ください） 

１．ⅱ．①で選択された自然災害 □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

地震・津波・噴火などの自然災害 □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

台風・竜巻・高潮・波浪・洪水などの風水害 □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

その他の自然災害（            ） □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

テロ・動乱などの政治リスク □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

その他のリスク（               ） □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 



    

vvvv．【．【．【．【ⅲⅲⅲⅲ．．．．でででで休業休業休業休業にににに関関関関するするするする補償補償補償補償にににに「「「「(1)(1)(1)(1)    加入加入加入加入しているしているしているしている」」」」とととと回答回答回答回答されたされたされたされた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        加入加入加入加入されているされているされているされている事業休止保険事業休止保険事業休止保険事業休止保険のののの補償対象補償対象補償対象補償対象となるとなるとなるとなる災害災害災害災害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合、、、、貴社貴社貴社貴社がががが被被被被るるるる損害損害損害損害のうちのうちのうちのうち、、、、どのどのどのどの程度程度程度程度

がががが補償補償補償補償されるとされるとされるとされると想定想定想定想定していますかしていますかしていますかしていますか、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれごごごご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

 補償割合（概数あるいは範囲でも結構ですのでご回答ください） 

１．ⅱ．①で選択された自然災害 □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

地震・津波・噴火などの自然災害 □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

台風・竜巻・高潮・波浪・洪水などの風水害 □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

その他の自然災害（            ） □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

テロ・動乱などの政治リスク □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

その他のリスク（               ） □(1) （           ） ％程度 □(2)わからない 

    

ⅵⅵⅵⅵ....【【【【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(2)(2)(2)(2)加入加入加入加入していないしていないしていないしていない」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        過去過去過去過去にににに災害保険災害保険災害保険災害保険にににに加入加入加入加入されされされされていたていたていたていた実績実績実績実績はありますかはありますかはありますかはありますか。。。。    

□(1)実績有り □(2)実績無し 

 

ⅶⅶⅶⅶ．【．【．【．【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(2)(2)(2)(2)加入加入加入加入していないしていないしていないしていない」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        災害保険災害保険災害保険災害保険にににに加入加入加入加入されされされされていないていないていないていない理由理由理由理由をすべておをすべておをすべておをすべてお選選選選びくださいびくださいびくださいびください。。。。    

□(1)保険料が高い □(2)補償内容が限定されている 

□(3)災害保険についてよく知らない □(4)災害保険だけでは事業を再開できない                     

□(5)その他（                                                                                  ） 

        

【【【【すべてのすべてのすべてのすべての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

ⅷⅷⅷⅷ．．．．被災被災被災被災されたされたされたされた場合場合場合場合ののののキャッシュフローキャッシュフローキャッシュフローキャッシュフロー不足額不足額不足額不足額のののの補填方法補填方法補填方法補填方法についてについてについてについて、、、、現在想定現在想定現在想定現在想定されているされているされているされている方法方法方法方法をををを右欄右欄右欄右欄のののの選選選選

択肢択肢択肢択肢のののの中中中中からからからから優先順位優先順位優先順位優先順位をつけてをつけてをつけてをつけておおおお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。。。。    

  キャッシュフロー不足額の補填方法  

上の行と順位付けが同じ場合はチェックください☑ 第1 順位 第2 順位 第3 順位 第 4 順位  

選択肢 

１．ⅱ．①で選択された自然災害  〔    〕 〔    〕 〔    〕 〔    〕  

地震・津波・噴火などの自然災害 □ 〔    〕 〔    〕 〔    〕 〔    〕  

台風・竜巻・高潮・波浪・洪水などの風水害 □ 〔    〕 〔    〕 〔    〕 〔    〕  

その他の自然災害（            ） □ 〔    〕 〔    〕 〔    〕 〔    〕  

テロ・動乱などの政治リスク □ 〔    〕 〔    〕 〔    〕 〔    〕  

その他のリスク（               ） □ 〔    〕 〔    〕 〔    〕 〔    〕  

① 保険 

② 自己資金 

③ 銀行借入 

④ その他 

⑤ 未定 

  

④ その他の具体的な内容 ： 

 

    【【【【すべてすべてすべてすべてのののの方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

ixixixix．．．．現状現状現状現状のののの災害保険災害保険災害保険災害保険のののの付保状況付保状況付保状況付保状況についてについてについてについて、、、、どのようにどのようにどのようにどのように認識認識認識認識されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    

財産に関する補償 休業に関する補償 

付保状況は十分と思いますか？ 

□(1)はい □(2)いいえ □(1)はい □(2)いいえ 

    

    【【【【すべてのすべてのすべてのすべての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】 

ⅹⅹⅹⅹ．．．．災害保険災害保険災害保険災害保険へのへのへのへの加入加入加入加入のののの有無有無有無有無のののの決定要因決定要因決定要因決定要因についてについてについてについて、、、、最最最最もももも重要重要重要重要なものをひとつおなものをひとつおなものをひとつおなものをひとつお選選選選びくださいびくださいびくださいびください。。。。    

□(1)操業地域のリスクの大きさ □(2)事業内容のリスクの大きさ 

□(3)災害が起きた場合の損失額の大きさ  

□(4)その他（                                                                                 ） 



５５５５．．．．貴社貴社貴社貴社のののの国内国内国内国内におけるにおけるにおけるにおける被災経験被災経験被災経験被災経験についておについておについておについてお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

    ⅰⅰⅰⅰ．．．．地震地震地震地震にににに被災被災被災被災されされされされたたたた経験経験経験経験（（（（建物建物建物建物のののの倒壊倒壊倒壊倒壊・・・・火災火災火災火災・・・・津波津波津波津波・・・・液状化現象液状化現象液状化現象液状化現象等等等等））））はありますかはありますかはありますかはありますか。。。。    

□(1)被災した経験がある （→ⅱ．へ） □(2)被災した経験はない （→ⅲ．へ） 

 

ⅱⅱⅱⅱ．【．【．【．【ⅰⅰⅰⅰ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)    被災被災被災被災したしたしたした経験経験経験経験があるがあるがあるがある」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        被災被災被災被災されたされたされたされた地震地震地震地震をすべてをすべてをすべてをすべてごごごご選択選択選択選択くださいくださいくださいください。。。。    

□(1)1923 年（大正 12 年）関東大震災 □(2)1995 年（平成 7 年）兵庫県南部地震 

□(3)2004 年（平成 16 年）新潟県中越地震 □(4)2011 年（平成 23 年）東北地方太平洋沖地震 

□(5) その他（                                                                             ） 

  

 【【【【すべてのすべてのすべてのすべての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

ⅲⅲⅲⅲ．．．．台風台風台風台風にににに被災被災被災被災されされされされたたたた経験経験経験経験（（（（風害風害風害風害・・・・高潮害高潮害高潮害高潮害・・・・波浪害波浪害波浪害波浪害・・・・水害水害水害水害などなどなどなど））））ははははありますかありますかありますかありますか。。。。    

□(1)被災した経験がある （→ⅳ．へ） □(2)被災した経験はない （→ⅴ．へ） 

 

ⅳⅳⅳⅳ．【．【．【．【ⅲⅲⅲⅲ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)    被災被災被災被災したしたしたした経験経験経験経験があるがあるがあるがある」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        被災被災被災被災したしたしたした台風台風台風台風についてについてについてについて、、、、すべてごすべてごすべてごすべてご選択選択選択選択くださいくださいくださいください。。。。    

□(1) 1959 年（昭和 34 年）台風第 15 号（伊勢湾台風） □(2) 2004 年（平成 16 年）台風第 18 号 

□(3) 2004 年（平成 16 年）台風第 23 号 □(4)その他（                               ） 

  

    【【【【すべてのすべてのすべてのすべての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

ⅴⅴⅴⅴ．．．．地震地震地震地震、、、、台風台風台風台風によるによるによるによる災害以外災害以外災害以外災害以外にににに被災被災被災被災したしたしたした経験経験経験経験はありますかはありますかはありますかはありますか。。。。    

□(1)被災した経験がある （→ⅵ．へ） □(2)被災した経験はない （→６．へ） 

 

ⅵⅵⅵⅵ．【．【．【．【ⅴⅴⅴⅴ．．．．でででで「「「「(1)(1)(1)(1)    被災被災被災被災したしたしたした経験経験経験経験があるがあるがあるがある」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。】。】。】。】    

        被災被災被災被災したしたしたした災害災害災害災害についてについてについてについて、、、、災害災害災害災害のののの種類種類種類種類とととと被災被災被災被災したしたしたした時期時期時期時期をごをごをごをご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

災害の種類：（                         ） 被災した時期  西暦（          年） 

 

６６６６．．．．貴社貴社貴社貴社ののののリスクリスクリスクリスクやややや不確実性不確実性不確実性不確実性にににに対対対対するするするする認識認識認識認識についておについておについておについてお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

    ⅰⅰⅰⅰ．．．．貴社貴社貴社貴社のののの社是社是社是社是・・・・社訓社訓社訓社訓などのなどのなどのなどの経営理念経営理念経営理念経営理念ににににリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントにににに関係関係関係関係するするするする文言文言文言文言（（（（例例例例：「：「：「：「不確実不確実不確実不確実なななな事柄事柄事柄事柄にににに備備備備えよえよえよえよ」、」、」、」、

「「「「堅実堅実堅実堅実をををを旨旨旨旨ととととするするするする」」」」などなどなどなど））））はありますかはありますかはありますかはありますか。。。。    

□(1)はい    □(2)いいえ    □(3)わからない    □(4)社是・社訓がない    

    

 ⅱⅱⅱⅱ．．．．貴社貴社貴社貴社のののの CSRCSRCSRCSR ににににリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントにににに関係関係関係関係するするするする文言文言文言文言（（（（例例例例：：：：災害時災害時災害時災害時にににに地域地域地域地域のののの企業企業企業企業やややや住民等住民等住民等住民等とととと協働協働協働協働するためのするためのするためのするための取取取取

組組組組））））はありますかはありますかはありますかはありますか。。。。    

□(1)はい    □(2)いいえ    □(3)わからない    □(4)CSR を設定していない 

    

７７７７．．．．貴社貴社貴社貴社ののののコーポレートガバナンスコーポレートガバナンスコーポレートガバナンスコーポレートガバナンスについておについておについておについてお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

    ⅰⅰⅰⅰ．．．．昨年度昨年度昨年度昨年度のののの株主総会終了時点株主総会終了時点株主総会終了時点株主総会終了時点のののの社内取締役社内取締役社内取締役社内取締役のののの人数及人数及人数及人数及びびびび社外取締役社外取締役社外取締役社外取締役のののの人数人数人数人数についてごについてごについてごについてご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。    

社内取締役 （            ）名 

社外取締役 （            ）名  ※「いない」場合、0 名とご記入ください 

 

 ⅱⅱⅱⅱ．．．．ポイズンピルポイズンピルポイズンピルポイズンピルはははは導入導入導入導入されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    

□(1)導入している □(2)導入していない 

 

８８８８．．．．貴社貴社貴社貴社のののの単体財務諸表単体財務諸表単体財務諸表単体財務諸表においてにおいてにおいてにおいて、、、、有形固定資産有形固定資産有形固定資産有形固定資産にににに海外海外海外海外にににに保有保有保有保有するするするする資産資産資産資産をををを計上計上計上計上されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    

□(1)海外資産の計上はない □(2)海外資産を計上している 

    

質問質問質問質問はははは以上以上以上以上ですですですです。。。。ごごごご協力協力協力協力ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    

回答回答回答回答いただきましたいただきましたいただきましたいただきましたアンケートアンケートアンケートアンケート調査票調査票調査票調査票はははは同封同封同封同封しましたしましたしましたしました返信用封筒返信用封筒返信用封筒返信用封筒（（（（切手不要切手不要切手不要切手不要））））にてごにてごにてごにてご返返返返送送送送くださいくださいくださいください。。。。 
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